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政
府
開
発
援
助
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
の
政
府
開
発
援
助
（
以
下
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
つ
い
て
は
、
国
際
協
力
銀
行
が
実
施
し
て
き
た
有
償
資
金
協
力
及
び
外
務
省

が
実
施
し
て
き
た
無
償
資
金
協
力
の
一
部
の
実
施
が
、
今
年
十
月
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
に
移
管
さ
れ
、
国
際
協
力

機
構
に
ほ
ぼ
全
て
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
案
件
実
施
業
務
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
政

府
と
し
て
は
、
こ
の
変
化
の
機
会
を
契
機
と
し
て
、
日
本
の
援
助
に
よ
る
開
発
効
果
の
さ
ら
な
る
発
現
、
近
年
問
題
に
な
っ
て

い
る
汚
職
の
防
止
対
策
の
強
化
、
ま
た
日
本
の
国
民
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
さ
ら
な
る
理
解
を
得
る
こ
と
に
考
慮
し
た
制
度
設
計
を
構

築
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
に
基
づ
き
、
関
連
の
二
点
に
関
し
質
問
す
る
。

一

事
業
展
開
計
画
（
ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て

（
ア
）

今
年
十
月
以
降
、
国
際
協
力
機
構
に
我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施
の
大
部
分
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
際
す
る
制
度
設
計
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
透
明
性
を
向

上
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
新
し
い
制
度
設
計
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
予
定
は
あ
る
の

か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

一



（
イ
）

ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
そ
の
概
要
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

内
容
に
つ
い
て
は
一
般
の
市
民
に
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
は
、
日
本
政
府
及

び
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
新
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
今
後
の
援
助
の
実
施
方
針
や
具
体
的
な
候
補
案
件
名
が

示
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
昨
今
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
絡
ん
だ
汚
職
事
件
を
鑑
み
れ
ば
、
早
期
の
段
階
で
の

積
極
的
な
情
報
公
開
に
よ
り
さ
ら
な
る
汚
職
の
防
止
に
努
め
、
ま
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関
す
る
国
民
の
一
層
の
理
解
を
得
る

た
め
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
政
府
と
し
て
、
ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
含
め
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
案
件
形
成
前
の
段
階

に
お
け
る
情
報
公
開
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

二

無
償
資
金
協
力
の
交
換
公
文
の
あ
り
方
に
つ
い
て

今
年
十
月
、
無
償
資
金
協
力
の
実
施
が
外
務
省
か
ら
国
際
協
力
機
構
に
移
管
さ
れ
る
た
め
、
十
月
以
降
は
、
無
償
資
金
協

力
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
外
務
省
と
相
手
国
政
府
と
の
交
換
公
文
に
加
え
、
国
際
協
力
機
構
が
相
手
国
政
府
と
贈
与
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
に
な
る
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
無
償
資
金
協
力
に
関
す
る
交
換
公
文
及
び
贈
与
契
約
の
内
容

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
実
際
に
事
業
の
監
理
を
担
当
す
る
国
際
協
力
機
構
が
責

任
と
権
限
を
も
っ
て
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
内
容
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
事
業
の
実

二



施
段
階
に
お
い
て
十
分
な
環
境
社
会
問
題
へ
の
対
応
を
相
手
国
政
府
に
求
め
る
た
め
、
贈
与
契
約
に
お
い
て
相
手
国
政
府
の

環
境
社
会
配
慮
上
の
義
務
を
規
定
し
、
義
務
違
反
に
つ
い
て
融
資
停
止
・
中
止
等
の
国
際
協
力
機
構
側
の
権
限
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
以
上
に
関
す
る
、
現
在
の
、
日
本
政
府
と
国
際
協
力
機
構
に
お
け
る
検
討
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


